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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　

　
会
員
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
五
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
さ
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業

運
営
に
格
別
な
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

　
令
和
五
年
の
干
支
は
癸
卯
（
み
ず
の
と
・

う
）
で
す
が
、
干
支
は
古
来
、
未
来
を
探

る
た
め
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
と

の
こ
と
で
、「
寒
気
が
緩
み
、
萌
芽
を
促

す
年
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

さ
れ
、
幸
い
大
き
な
事
故
等
も
な
く
運
営

で
き
た
こ
と
を
改
め
て
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
地
域
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ

ー
を
め
ざ
し
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
笑
顔

で
飛
躍
・
活
躍
で
き
る
年
と
な
る
よ
う
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
、
ご
家
族

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

停
滞
し
続
け
て
き
た
世
の
中
で
、

そ
ろ
そ
ろ
希
望
が
芽
吹
く
春
が

や
っ
て
き
そ
う
な
気
が
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
さ

せ
る
年
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、

昨
年
四
月
か
ら
の
状
況
を
見
て

み
ま
す
と
、
長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
当

セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
受
注
件
数

と
共
に
契
約
額
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で

セ
ン
タ
ー
の
総
会
や
各
種

委
員
会
事
業
等
に
つ
い
て

は
、
規
模
縮
小
や
中
止
が

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

円
滑
な
事
業
活
動
の
妨
げ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
各
位

が
前
向
き
に
元
気
に
就
業

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ理

事
長

橋

本

五

十

夫

理
事
長

橋

本

五

十

夫
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
皆
様
に
は
、
晴
れ
や
か
な
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
十

三
人
」
効
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
波
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
国
か
ら
伊
豆
の
国
市
へ

多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
館
に
は
当
初
の
予
想

を
大
幅
に
上
回
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
草
刈
り

や
清
掃
の
奉
仕
作
業
、
交
通
安
全
の
啓
発
、

全
国
向
け
専
門
誌
へ
の
Ｐ
Ｒ
掲
載
と
い
っ

た
活
動
を
も
っ
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
人
生
百
年
時
代
に
お
い
て
高
齢
に
な
っ

て
も
社
会
的
役
割
や
生
き
が
い
を
持
ち
続

け
、
そ
の
人
ら
し
い
幸
せ
な
生
き
方
が
で

き
る
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
整

備
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
の
促

進
等
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
地
域
で

の
見
守
り
や
在
宅
医
療
の
支
援
と
い
っ
た

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要

で
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
・
団
体
・
企
業
・

行
政
が
互
い
に
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
結
び
に
、
伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
、
今
年
一

年
、
会
員
の
皆
様
が
健
康
か
つ
平
穏
に
お

過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
社
会

情
勢
の
変
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
俊
敏
に
捉
え
、
子
育
て
支
援

や
介
護
事
業
と
い
っ
た
新
た
な

業
務
の
開
拓
、
技
術
の
向
上
や

安
全
就
業
の
た
め
の
研
修
会
や

講
習
会
を
行
い
、
幅
広
い
事
業
の
展
開
を

さ
れ
て
お
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
中

で
、
長
年
培
っ
た
技
術
や
資
格
を
生
か
し

て
、
市
民
の
暮
ら
し
や
企
業
活
動
な
ど
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

こ
と
で
あ
り
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
り
地
域
の
労
働
力
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
そ
の
期
待
は
よ
り
大
き
く
な
っ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
就
業
機
会
の
提
供
や
、
創

意
あ
ふ
れ
る
活
動
を
通
じ
、
高
齢
者
の
皆

様
の
健
康
で
充
実
し
た
生
活
の
実
現
と
地

域
の
繋
が
り
や
支
え
合
い
の
強
化
に
ご
尽

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ伊

豆
の
国
市
　
市
長

山
　
下
　
正
　
行

伊
豆
の
国
市
　
市
長

山
　
下
　
正
　
行



　
就
業
開
拓
（
開

発
）
委
員
会
よ
り

報
告
致
し
ま
す
。

講
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
国
庫

補
助
事
業
（
高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業
）

を
活
用
し
、
伊
豆
市
と
合
同
で
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
六
月
は
、「
刈
払
機
」
講

習
を
修
善
寺
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、
当
市
か
ら
は
六
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
八
月
に
は
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
「
会
員
拡
大
・
就

業
開
拓
担
当
者
会
議
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
、
六
名
（
内
理
事
四
名
）
が
参

加
し
、
九
月
に
は
「
駐
車
場
整
理
ス
タ
ッ

フ
」
講
習
が
当
市
の
「
く
ぬ
ぎ
会
館
」
で

開
催
さ
れ
八
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
下
半

て
は
昨
年
十
一
月
ま
で
重
大
事
故
は
な
く
、

刈
払
機
に
よ
る
小
石
飛
散
で
の
加
害
事
故

二
件
と
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
怪
我
が

二
件
あ
り
ま
し
た
が
軽
傷
で
す
み
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
防
護
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
養
生
の

徹
底
や
ス
ズ
メ
バ
チ
等
害
虫
に
よ
る
対
策

を
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
確
認
す
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
車
両
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例

年
行
い
ま
す
理
事
長
・
事
務
局
長
に
よ
る

大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
安
全
意
識
講
話

を
行
い
、
今
後
も
運
転
者
及
び
同
乗
者
で

の
「
安
全
確
認
呼
称
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
の
怪
我
・
事
故
に
対
す
る
認

識
が
増
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
十
月
か

ら
運
転
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職
群
班
リ
ー
ダ

ー
会
議
に
お
い
て
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

う
こ
と
や
、
抜
打
ち
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
高
齢
化
が
進
み

受
注
内
容
の
見
直
し
や
作
業
内
容
の
変
更

等
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

期
に
入
り
、
十
月
に
「
植
木
の
剪
定
」
講

習
が
三
日
間
を
か
け
伊
豆
市
の
「
虹
の
郷
」

で
開
催
さ
れ
、
当
市
か
ら
は
十
三
名
の
会

員
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
二

十
四
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
の
六
日
間
を

か
け
、
伊
豆
の
国
市
と
合
同
で
「
子
育
て

支
援
講
習
会
」
が
市
役
所
大
仁
庁
舎
で
開

催
を
さ
れ
、
十
八
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
に
入
り
、
一
月
二
十
日
に
「
い
き

い
き
メ
イ
ク
術
」、
一
月
二
十
五
日
に
「
生

活
支
援
ス
タ
ッ
フ
」、
二
月
三
日
に
「
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

各
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
の
状
況
は

大
き
く
変
わ
る
事

な
く
、
安
全
・
適

正
就
業
委
員
会
も
、

事
業
計
画
に
沿
っ
て
諸
活
動
や
行
事
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
事
故
の
発
生
に
関
し

－     －４

就
業
開
拓（
開
発
）委
員
会

委
員
長
　
植
松
　
隆
治

安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
善
作

す
。
今
後
も
健
康
診
断
の
受
診
や
安
全
運

転
謙
習
会(

Ｋ
危
険
・
Ｙ
予
測
・
Ｔ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
一
月
十
九
日
に
進
ん
で
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
年
号
の
原
稿

依
頼
に
ご
協
力
頂

き
、
無
事
発
行
す

る
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
の
行

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
十
月
十
五

日
に
県
下
一
斉
の
シ
ル
バ
ー
啓
発
運
動
ふ

れ
あ
い
広
場
に
参
加
し
ま
し
た
。
竹
細
工

同
好
会
、
蛭
ケ
島
茶
屋
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
先
の
課
題
と
し
て
新
入
会
員
を
増

や
す
事
な
ど
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
、
会
員
の
皆
様
の
意
見
等

を
聞
き
、
来
年
度
に
向
け
て
発
信
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
報
告
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拓
（
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）
委
員
会
よ
り
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告
致
し
ま
す
。
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習
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つ
き
ま
し
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は
、
基
本
的
に
国
庫

補
助
事
業
（
高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業
）

を
活
用
し
、
伊
豆
市
と
合
同
で
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
六
月
は
、「
刈
払
機
」
講

習
を
修
善
寺
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、
当
市
か
ら
は
六
名
が
受
講
し
ま

し
た
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八
月
に
は
、
全
国
シ
ル
バ
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人
材

セ
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会
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「
会
員
拡
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・
就
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開
拓
担
当
者
会
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が
オ
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イ
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で

開
催
さ
れ
、
六
名
（
内
理
事
四
名
）
が
参

加
し
、
九
月
に
は
「
駐
車
場
整
理
ス
タ
ッ

フ
」
講
習
が
当
市
の
「
く
ぬ
ぎ
会
館
」
で

開
催
さ
れ
八
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
下
半

て
は
昨
年
十
一
月
ま
で
重
大
事
故
は
な
く
、

刈
払
機
に
よ
る
小
石
飛
散
で
の
加
害
事
故

二
件
と
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
怪
我
が

二
件
あ
り
ま
し
た
が
軽
傷
で
す
み
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
防
護
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
養
生
の

徹
底
や
ス
ズ
メ
バ
チ
等
害
虫
に
よ
る
対
策

を
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
確
認
す
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
車
両
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例

年
行
い
ま
す
理
事
長
・
事
務
局
長
に
よ
る

大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
安
全
意
識
講
話

を
行
い
、
今
後
も
運
転
者
及
び
同
乗
者
で

の
「
安
全
確
認
呼
称
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
の
怪
我
・
事
故
に
対
す
る
認

識
が
増
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
十
月
か

ら
運
転
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職
群
班
リ
ー
ダ

ー
会
議
に
お
い
て
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

う
こ
と
や
、
抜
打
ち
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
高
齢
化
が
進
み

受
注
内
容
の
見
直
し
や
作
業
内
容
の
変
更

等
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

期
に
入
り
、
十
月
に
「
植
木
の
剪
定
」
講

習
が
三
日
間
を
か
け
伊
豆
市
の
「
虹
の
郷
」

で
開
催
さ
れ
、
当
市
か
ら
は
十
三
名
の
会

員
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
二

十
四
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
の
六
日
間
を

か
け
、
伊
豆
の
国
市
と
合
同
で
「
子
育
て

支
援
講
習
会
」
が
市
役
所
大
仁
庁
舎
で
開

催
を
さ
れ
、
十
八
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
に
入
り
、
一
月
二
十
日
に
「
い
き

い
き
メ
イ
ク
術
」、
一
月
二
十
五
日
に
「
生

活
支
援
ス
タ
ッ
フ
」、
二
月
三
日
に
「
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

各
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
の
状
況
は

大
き
く
変
わ
る
事

な
く
、
安
全
・
適

正
就
業
委
員
会
も
、

事
業
計
画
に
沿
っ
て
諸
活
動
や
行
事
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
事
故
の
発
生
に
関
し

す
。
今
後
も
健
康
診
断
の
受
診
や
安
全
運

転
謙
習
会(

Ｋ
危
険
・
Ｙ
予
測
・
Ｔ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
一
月
十
九
日
に
進
ん
で
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
年
号
の
原
稿

依
頼
に
ご
協
力
頂

き
、
無
事
発
行
す

る
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
の
行

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
十
月
十
五

日
に
県
下
一
斉
の
シ
ル
バ
ー
啓
発
運
動
ふ

れ
あ
い
広
場
に
参
加
し
ま
し
た
。
竹
細
工

同
好
会
、
蛭
ケ
島
茶
屋
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
先
の
課
題
と
し
て
新
入
会
員
を
増

や
す
事
な
ど
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
、
会
員
の
皆
様
の
意
見
等

を
聞
き
、
来
年
度
に
向
け
て
発
信
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

－     －５

普
及
啓
発
委
員
会委

員
長
　
齊
藤
　
和
代

日頃の会員皆様の活動に感謝致します。日頃の会員皆様の活動に感謝致します。



－     －６

わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
て
、
今
働
け
る
事

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
七
十
二
歳
。
一

瞬
、
一
瞬
と
大
切

に
生
き
て
い
る
つ

も
り
だ
が
振
り
返

る
と
、
い
つ
の
間
に
七
十
年
も
経
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
う
。
子
ど
も
の
頃
、
七
十
歳

以
上
の
社
会
で
働
く
女
性
を
あ
ま
り
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
お
陰
で
私
に
も
水
晶
苑
や
広

報
配
達
業
務
な
ど
働
く
場
所
が
あ
る
事
に

感
謝
を
し
て
い
る
。
仕
事
仲
間
に
も
恵
ま

れ
、
思
い
や
り
の
あ
る
方
が
多
く
皆
で
支

え
合
い
協
力
し
て
仕
事
が
出
来
る
有
難
い

職
場
で
す
。
ま
た
、
人
と
接
す
る
こ
と
で

新
し
い
情
報
や
日
常
の
知
恵
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
も
多
い
。
人
生
百
年
時
代
と
い
わ
れ

る
今
、
こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
趣
味
に
と
楽

し
み
な
が
ら
輝
い
て
生
き
て
い
き
た
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員

に
さ
せ
て
戴
き
十

年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
前
の
年
男
の
時
は
定
年
退
職
年
で
、
犬

二
匹
・
猫
三
匹
・
末
孫
の
世
話
と
主
夫
生

活
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
先
輩
か
ら
「
働
か
な
い
と
駄
目
に
な
る

ぞ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
故
か
こ
の

生
活
も
良
い
な
と
？
。

　
そ
の
頃
、
近
所
の
方
が
「
み
か
ん
取
り

の
人
手
が
足
り
な
い
、
会
員
登
録
し
手
伝

っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
入
会
し
ま
し
た
。

　
今
は
、
高
齢
者
健
康
会
館
で
働
い
て
い

ま
す
。

　
若
い
時
、
上
司
か
ら
「
真
剣
だ
と
知
恵

が
出
る
」「
中
途
半
端
だ
と
愚
痴
ば
か
り
」

「
い
い
加
減
だ
と
言
い
訳
ば
か
り
」
と
言

感
謝
の
心

長
岡
地
区
　
伊
藤
久
美
男

　
会
員
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
十
二
支

が
今
年
で
七
回
目
を
向
か
え
「
う
さ
ぎ
」

年
で
、
年
男
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
友
達
た
ち
は
、
や
れ
足
腰
が
痛

い
と
か
目
が
見
え
に
く
い
と
か
、
勝
手
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
フ
ツ

ー
だ
と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
私
の
場
合

は
、
そ
う
い
う
症
状
が
な
く
、
こ
の
身
体

を
く
れ
た
オ
ヤ
ジ
、
オ
フ
ク
ロ
に
感
謝
で

す
。
と
い
う
こ
と
で
自
分
勝
手
な
こ
と
ば

か
り
並
べ
て
恐
縮
で
す
が
、
あ
と
二
〜
三

年
は
気
合
い
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
三
つ
の
仕
事
と
は
、
一
、
介

護
施
設
の
お
手
伝
い
、
二
、「
蛭
ケ
島
茶
屋
」

の
ス
タ
ッ
フ
、
三
、「
韮
山
反
射
炉
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。

日
々
是
好
日

大
仁
地
区
　
居
田
由
美
子

年
男
・
年
女

年
男
・
年
女

八
十
歳
す
ぎ
て
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を

三
ツ
も
こ
な
し
て
い
る
よ
く
ば
り
男

韮
山
地
区
　
中
川
　
　
哲



令和４年度 会員数及び事業実績（上半期）
１　会員の登録状況（令和４年４月１日～令和４年９月30日）　　　　　　（単位：人）

２　年齢階層・性別人員

　　  　　　　　　　　　（単位：人）

４　公共民間事業実績（令和４年４月１日～令和４年９月30日）

【請負・委任】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

前年度末
会員数

当年度
入会員数

当月度
退会員数

当年度
会員数

就業実人員 就業率

男

女

計

３　受託件数と履行期間別件数（単位：件）
公共・民間別実績件数　 履行期間別受注件数

男

女

計

合　計 472

470

578

1

1,521

322

198

200

15

152

887

公 共 事 業

　  一般企業

　  個人・家庭

　  独自事業

  合　　計

 7 61 302 370

10  27 122 159

17  88 424 529

 351 24 5 370 248 67.0％

154 9 4 159 114 71.7％

505 33 9 529 362 68.4％

 55,430,636 3,161,348 2,886,506 61,478,490

3 1,237,114 654,710 3,100,432 34,992,256

 10,966,755 2,010,911 1,099,527 14,077,193

 856,214 643,320 85,206 1,584,740

 98,490,719 6,470,289 7,171,671 112,132,679

 90,482,244 6,118,502 6,625,457 103,226,203

【派　　　遣】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

 27,832,460 7,523,266 35,355,726

 23,891,468 6,471,888 30,363,356

区　　　分 配　分　金 材 料 費 等 事　務　費 合　　　計

公　共　事　業

一 般 企 業 等

個 人 ・ 家 庭

独　自　事　業

合　　　　　計

前 年 度 同 期

区　　　分 賃　　　金 手 数 料 等 合　　　計

派　　　　　遣

前　年　同　期

－     －７

民
間
事
業

10日以上
1ヶ月未満
1ヶ月以上
3ヶ月未満
3ヶ月以上
6ヶ月未満

10日未満

6ヶ月以上

合　　計

64歳
以下

65～
69歳 

70歳
以上 



編
　
集
　
後
　
記

－     －８

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●収入が年金と配分金の方。

　（65歳以上の方）　　年金収入　－  110 万円　＝　Ａ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 配 分 金　－ 　55 万円　＝　Ｂ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 　 Ａ　 　＋　 　Ｂ　　＝　Ｃ

　（65歳未満の方）　　年金収入　－ 　60 万円　＝　Ａ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 配 分 金　－ 　55 万円　＝　Ｂ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 　 Ａ　 　＋　 　Ｂ　　＝　Ｃ

★Ｂが 20 万円を超える方、Cが 38 万円以上の方は住民税の申告又は確定申告が考えら

　れますので、市役所税務課（０５５－９４８－２９１８）にご相談ください。

★申告会場は、伊豆の国市役所大仁支所（二階）において、令和５年２月16日（木）～

　３月15日（水）の間に行われます。

「令和４年分のシルバー配分金の確定申告・住民税の申告について」「令和４年分のシルバー配分金の確定申告・住民税の申告について」「令和４年分のシルバー配分金の確定申告・住民税の申告について」

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新

年
号
を
無
事
発
行
す
る
事
が
出
来
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
報
の
表
紙
や
内
容
等
に
つ

き
ま
し
て
も
会
員
様
方
に
共
感
し
て
い

た
だ
け
る
様
な
会
報
に
と
役
員
一
同
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　（
古
谷
）

　
現
在
、
伊
豆
の
国
市
・
伊
豆
市
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
深

刻
な
状
況
と
な
る
中
、
結
婚
や
異
性
の
友
人

を
望
む
人
に
出
会
い
の
場
を
創
出
し
た
い
と

考
え
、
生
き
が
い
に
繋
が
る
出
会
い
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
時
点
の
内
容
は
、
未
婚
で
あ
る
こ
と
を

条
件
に
会
員
様
本
人
を
含
め
、
ご
親
族
（
兄

弟
・
息
子
・
娘
・
孫
）
や
ご
友
人
等
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
利
用

し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
会
員
様
（
詳
細
内

容
不
要
）
は
、
お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま
で

お
電
話（
０
５
５‐

９
４
８‐

９
５
２
６
）を
お
願
い

し
ま
す
。
電
話
情
報
は
、
秘
密
厳
守
と
い
た

し
ま
す
。

伊
豆
市
・
伊
豆
の
国
市
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
縁
結
び
）の
会
員
利
用
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

本講習は、60歳以上のあなたに新しい働

き方の選択肢の一つとして、シルバー人材

センターを知っていただくものであり、シ

ルバー人材センターへ入会、就業のキッカ

ケづくりを目的としています。

講習会のご案内 （希望の１講習のみ）

会　　場：伊豆の国市市民交流センター

　　　　（大仁 くぬぎ会館）

申し込み：伊豆の国市シルバー人材センター

令和５年１月20日（金）

20名  ※先着順ではありません。

講習日程

募集定員

講習内容

眉の描き方、ハイライトの入れ
方などメイクのコツでアクティ
ブな印象を与えることができ
ます。若々しく、元気なお顔に
大変身しましょう！

①いきいきメイク術
令和５年１月25日（水）

20名  ※先着順ではありません。

講習日程

募集定員

講習内容

高齢世帯の支援をする上で、コ
ミュニケーションは必要不可
欠です。話し方・聞き方のポイ
ントをつかみ、就業に活かしま
しょう！

②生活支援スタッフ
令和５年２月３日（金）

20名  ※先着順ではありません。

講習日程

募集定員

講習内容

「出会いサポート事業」のアド
バイザー役として、コーチング
スキルを学び、多様な出会い
をサポートする役割をめざしま
す。

③アドバイザーに求められる対話力


